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第 1 章 構築型評価モデルの提案と対象授業の類型 
第 1 章では，構築型モデルの提案と対象授業の類型の確定を行った。 
構築型評価モデルは，①分析対象の行為の確定，②社会認識形成の局面の確定，③社会認識形

























第 2 章 事実的社会認識形成型社会科における認識形成過程の特質－動機づけによる知識の獲
得と再現－ 
 本章では，事実的知識の量的な獲得を第一目標に据えた事実的社会認識形成型授業を取り上げ
た。そして，事実的知識の定着度を測る試験結果から，4 つの層に切り分け，そこから 1 名ずつ
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